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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタイザへの指先タッチ入力を検証するための方法であって、デジタイザセンサの導
電線から得られる信号のパターンを検出する工程と、検出された信号のパターンから空間
信号振幅勾配のパターンを決定する工程と、前記空間信号振幅勾配のパターンを指先タッ
チの予め定められた特性と比較する工程と、前記比較に基づいて信号のパターンが指先タ
ッチ入力であるか否かを決定する工程とを含む方法。
【請求項２】
　空間信号振幅勾配のパターンに基づいて、指先タッチと手タッチとを区別する工程を含
む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　空間信号振幅勾配のパターンは、既定の勾配閾値より高い空間信号振幅勾配のパターン
である、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　空間信号振幅勾配のパターンにおけるギャップの数を決定する工程と、ギャップの最大
数を定義し、それより低いギャップ数で空間信号振幅勾配のパターンが指先タッチを検証
する要件が満たされる工程とを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　空間信号振幅勾配が、検出された信号のパターンの空間的高域通過フィルタリングから
決定される、請求項１～４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　空間信号振幅勾配のパターンが輪郭パターンである、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　信号のパターンは、既定の振幅閾値より高い信号振幅のパターンである、請求項１～６
のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　検出された信号のパターンにおけるギャップの数を決定する工程と、信号のパターンに
おけるギャップの最大数を定義し、それより低いギャップ数で信号のパターンが指先タッ
チを検証する要件が満たされる工程とを含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
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　導電線は、グリッドを形成する直交する２組の平行な導電線を含む、請求項１～８のい
ずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　平行な導電線の対は差動増幅器に入力され、検出された信号のパターンは差動増幅器出
力のパターンである、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　デジタイザセンサ上の信号のパターンが検出された領域の大きさの比率を決定する工程
と、指先タッチを検証する要件を満たす比率の範囲を定義する工程とを含む、請求項１～
１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　デジタイザセンサ上の信号のパターンが検出された領域を決定する工程と、領域が、指
先タッチを検証する要件を満たす領域の既定の範囲内にあるか否かを決定する工程とを含
む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　信号のパターンが、容量式タッチ方法を用いて検出される、請求項１～９，１１，１２
のいずれかに記載の方法。
【請求項１４】
　検出はマルチタッチ検出を含む、請求項１～１３のいずれかに記載の方法。
【請求項１５】
　出力のパターンが検出される複数の導電線を含むデジタイザセンサと、複数の導電線の
出力のパターンから決定された空間信号振幅勾配のパターンに基づいて、デジタイザへの
入力が指先タッチ入力であることを検証するように動作するコントローラとを備えた、デ
ジタイザへの指先タッチ入力を検証するためのシステム。
【請求項１６】
　コントローラは、空間信号振幅勾配のパターンに基づいて、指先タッチと手又は手の平
タッチとを区別するように動作する、請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　コントローラは、既定の勾配閾値より高い出力からの空間信号振幅勾配のパターンを決
定し、空間信号振幅勾配のパターンにおけるギャップの数を決定し、既定のギャップの最
大数より上のギャップを持つ空間信号振幅勾配のパターンに対応するデジタイザへの入力
を拒絶するように動作する、請求項１５又は１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　空間信号振幅勾配は、出力の高域通過フィルタ信号である、請求項１５～１７のいずれ
かに記載のシステム。
【請求項１９】
　コントローラは、既定の振幅閾値より高い出力からの信号振幅の空間パターンを決定し
、信号振幅のパターンにおけるギャップの数を決定し、信号振幅のパターンにおけるギャ
ップの数が既定のギャップの最大数より大きいデジタイザへの入力を拒絶するように動作
する、請求項１５～１８のいずれかに記載のシステム。
【請求項２０】
　複数の導電線は平行な導電線を含み、複数の導電線は、グリッドを形成する直交する２
組の平行な導電線を含む、請求項１５～１９のいずれかに記載のシステム。
【請求項２１】
　平行な導電線の対は、差動増幅器に入力され、出力は差動増幅器出力である、請求項２
０に記載のシステム。
【請求項２２】
　コントローラは、マルチタッチ入力を検出するように動作する、請求項１５～２１のい
ずれかに記載のシステム。
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